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2020 年 12 月 31 日 

11月～12月はコロナ感染拡

大の影響で延期になっていた

競技会を含め、様々な競技会

が開催されました。会場への

入場制限など制約が多い中、

遠野産馬も多数出場。そこに

は遠野産馬を支える多くの方

の姿がありました。 

  JRAブリーディングホースショー（12月 4日～6日 馬事公苑）で大活躍したもみじと中島妃香留選手（中島トニアシュタール） 

〇多くの人に支えられて  

競技に臨む馬たちへの細やかな心遣いや競技前の準備、応援、そして競技終了後の暖かな出迎え。サポーターの

方々の支えは競技に臨む人馬には欠かせません。また、競技会に出場する遠野産馬のリストを事前に作成してくだ

さるなど、大会を運営する方々のサポートも大きな支えです。騎乗する選手だけでなく、多くの人とふれあうこと

で馬は成長するのではないでしょうか。（下記写真：11月 16日～18日 馬事公苑 全国指導者競技会にて） 

   

競技を終えたハルフォルティスと小野寺選手 

ウィルスタッドの斎藤選手が馬を引いて退場 

全国乗馬倶楽部振興協会の原口さん作成 

遠野産馬のリスト 

競技を終えたヴァーリンレオをねぎらう 

風薫るみちのく乗馬クラブの皆さん 

 

 

 

脚の治療を終え 1年ぶりに競技会に臨んだ オーナーの小牧美紀さんとともに 馬場競技に臨むジヴェルニーをサポート 

アーサーと厚木グリーンファームの柏木選手     町田乗馬センターのラインハルト       乗馬クラブレアルネップの皆さん 


